
 

 

 

 

「自ら学ぶ」 

校長 曾我 泉 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 学校だより             令和４年１月３１日  

                                             ２月号 

渋谷区立西原小学校 

 

２月の生活目標  

寒さに負けず  

元気よく外で遊ぼう  

保健目標  

室内の換気をしよう  

給食目標  

食事の環境を見直そう  

訃報 耳鼻科校医  
耳鼻科校医「南 定先生」にお

かれましては、１月１２日にご逝

去されました。謹んでご冥福をお

祈りします。  

地域  

代々木八幡の境内に本校

児童の書き初めが掲示され

ました。  

 １月号の学校便りを発行した時点では、１月２２日（土）に学校公開を行う予定でした。しか

し、新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大をうけ、「公開中止」に。さらには、「オンライ

ン授業の実施」へと、直前に変更をしました。ご対応いただきありがとうございました。  

 オンライン授業当日は、子供たちが方法を理解し、自分たちでできるようになってきているこ

と、おうちの方がお手伝いしてくださっていたことを感じました。ありがとうございました。  

 渋谷区では、オンラインで家庭でも学習ができるようにと、早くから準備をしているので、か

つてのお休みをしているときの家での姿とは、まったく違う状況になってきました。とはいえ、

先生たちは、オンライン授業の専門家ではありません。難しいこと、わからないことだらけです。

ありがたいのは、そのあたりを、保護者の皆さんにご理解いただけていることです。保護者の皆

さんからの感謝や励ましの言葉に、教職員一同、支えられています。  

それでも、先生たちは、困ったことに対してそのままにせず、調べたり、相談したりしながら

工夫をしています。誰かが、「こんなことがあった」と、声を上げると、こんな解決策があると

情報を共有し、よりよい方法へとつなげます。協働的に学び続ける姿です。  

子供たちにも自ら学び続ける力を付けてほしいと思っています。これからの子供たちに求めら

れている力として言われているのは「言語能力」「情報活用能力」「問題発見解決能力」です。そ

して、それらを活用して、自分なりの解決方法を導き出す自己調整力も必要です。予測不可能な

事態の中で、多様な人たちと調整しながら、自分で対応していく力です。  

 さまざまな場面で、力を付けていくことが大切です。夏休みの自由研究の取組は、その一例で

す。取組からは、力を付けている姿が現れています。学校でも、授業改善を図りながら育成を図

ります。課題が与えられないとできないのではなく、自分なりの方法を見つけて進められる子へ

と保護者の皆さんや地域の方の力も借りながらそだてていけるよう、子供たちに力をつけていき

ます。できることをみんなで探っていきましょう。  

地域  

１月９日 西原地区委員会  

ボッチャであそぼう  

お正月遊びで遊ぼう  


